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小児移行期外来

・2023年7月より2024年6月までの1年間

・小児移行期外来の初診患者

・初診の目的は移行に限定

・合計39名（男性24名、女性15名）

・診療録による後ろ向き調査

支援者
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年齢の概要

人数 人数

てんかん発作
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治療状況

5歳/6歳

/17歳

焦点切除/脳梁前方離断/脳

梁完全離断

7歳 迷走神経刺激

10歳 焦点切除

15歳 大脳半球離断

18歳 脳梁離断

19歳 脳梁離断

精神科併存症

知的能力障害

注意欠如・多動症自閉スペクトラム症
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16

1

1

11

0 1 2 3 4 5 6

処遇困難なパニック

処遇困難な恐怖感

著しい騒がしさ

激しい物壊し

ひどい自傷

強い他傷

強度行動障害が疑われる症状

1

精神科併存症率90% 強度行動障害疑い率約50%
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生活状況

向精神薬等の使用状況
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どれほど援助が必要か
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